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皆様，こんにちは。ご紹介頂きました南でご
ざいます。先ほどは座長の副学長山下先生から
丁寧なご紹介を頂き，恐縮しております。
島根県立大学大学院看護学研究科開設，おめ
でとうございます。その開設記念講演ならびに
客員教授としての特別講義の機会を頂きました
こと，大変光栄に思います。今日は，今年度入
学された院生の皆さん，学部生の皆さん，そし
て学外からも医療関係者の皆様がお越しと伺っ
ております。皆様にお目にかかれましたことを
大変うれしく思っております。
さて，本日は「社会の変化に対応する看護学
の挑戦」と題して，お話をすることになってお
ります。研究科修士課程開設にあわせ，社会が
公立大学や看護職に期待していることは何かを
高知県立大学の実践を紹介しながら読み解き，
私たちの進むべき方向性について考えてみたい
と思います。
先ほどご紹介頂きましたように，私は高知県
立大学の学長です。兵庫県立看護大学学長を拝
命してから約 20 年間学長として，大学，こと
に公立大学の使命や役割について考え，大学運
営に携わって来ました。そもそも，大学とはど
のような所でしょうか。ここに大学に関連して
知っておくべき法律を挙げました。私たちが学
問を享受できる自由と教育を受ける権利を保障
されている憲法，大学の目的を示した教育基本
法，学校教育法などがあります。教育基本法で
も学校教育法でも，大学は「学芸を教授研究す
るとともにその成果を広く社会に提供すること
により，社会の発展に寄与する」ことが求めら
れています。本来，大学は社会と繋がっていく
ことが求められているわけです。
このグラフは日本の人口ピラミッドの変化を
示したものです。総人口は 2013 年の 1 億 2730
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万人をピークに，2060 年には 8700 万人を下回
り，65 歳以上の高齢者は全人口の 40％をしめる
ことが推測されています。0 歳から 64 歳までの
層は非常に薄くなっていますね。また地域ごと
の高齢化の特徴として，今後 10 年間をみると
75 歳以上の人口は都市部においては急増します
が，山形県や島根県などの地方においてはそれ
ほどの増加はありません。一方で，75 歳未満の
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人口は，地方においては急速に減少します。
2020 年の 15 歳未満の人口予測値では，高知
県は下から 2 番目です。最下位は鳥取県，島根
県は下から 3 番目。高知県と島根県は非常によ
く似ていますね。わが国の将来像において，少
子高齢化とか人口減少とか言いますが，その様
相は地域ごとに異なっていて一様ではないとい
うことです。
今，「地域包括ケア」という考え方が声高に言
われています。また，地方創生を図る政策が注
視されています。高齢化を背景とする医療制度
改革があり，平成 26 年には地域における医療・
介護の総合的な整備を促進する法律の改正があ
りました。具体的には，地域での効率的で質の
高い医療の確保と地域包括ケアシステムの構築
の２本の柱が立っています。医療の面では病床
の機能分化の促進と医療機能の必要量を各地域
で検討し，将来的なビジョンを示すことを求め
ています。この中では市町村がイニシアチブを
とって展開し，それぞれの地域にあった地域支
援事業の展開が求められています。
それらを実現するためには，医療や介護に従
事する人材を育成すること，特に在宅医療や訪
問看護を支える人材を育成することは，看護系
大学の大きな使命でもあります。
こ の 表 は 2014 年 に W H O（World Health 
Organization）が発表した人口１万人に対する
医療従事者数や医療費を国別に比較した結果で
す。看護職の数はドイツと並んで中ほどに位置
していますが，注目していただきたいのは病床
数です。群を抜いて多いのがお分かりだと思い
ます。看護職がある程度いたとしても，病床数
が多いということは薄く広く広がっていくとい
うことです。厚生労働省は病床の役割機能の分
化をさらに進め，膨らんでいる急性期医療にか
かわる病床数を削減し，亜急性期病床や長期療
養病床とのバランスを是正する方針を平成 26
年度に示しました。そして，平成 27 年度から都
道府県に対して地域医療のビジョンを作成する
よう求めています。皆さんの身近な地域や島根
県でも「病床数の削減」ということが話題になっ
ているのではないでしょうか。
また，さらなる在宅医療の推進を図るために
は，現在の熟練した看護師のみでは十分ではな
く，医師や歯科医師の個別判断を待たず手順書
に従って一定の診療の補助ができる看護師を養
成することを目的とした，研修制度も創設され
ました。いわゆる「特定行為ができる看護師」
と呼ばれる看護師の養成です。私個人は，この
制度に疑問を持っています。
しかし，このように，人口構造の変化や地域
情勢の変化を受けて，医療や介護にかかる問題
やその対策も大きな転換期を迎えています。地
方創生を考え，医療と介護の総合的な整備計画
があり，地域包括ケアを推進しようとしている
今だからこそ，看護がイノベーションを起こし
ていかなければいけないと考えています。特に
高知県は産業や経済，人口構造などの面から課
題がたくさんあります。そのような中で，高知
県は「日本一の健康長寿県構想」を提示しまし
た。今こそ，看護教育を通して新たな看護の挑
戦ができるのではないかと考えています。私ど
もは県立の大学です。県民に県立大学からの提
案型でこの課題を切り拓いていくことができな
いだろうかと考えているわけです。学部生が
「□□に対して○○ができるのではないだろう
か？」「このようなことはできないだろうか？」
など，学部の学生さんたちが考えたことをもと
に，彼らの可能性を拓いていくことを，大学と
して後押ししていくことが必要なのではないか
と考えたのです。
折しも文部科学省は，平成 25 年 5 月に教育再
生実行会議から「これからの大学教育等のあり
方について」を報告しました。その中にはイノ
ベーション創出のための教育・研究の環境づく
りを進めること，そして学生を鍛錬し社会に送
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り出す機能の強化が示されておりました。
文部科学省が進める「地 < 知 > の拠点整備事
業（大学 COC（Center of Community）事業）」
もその一つで，①大学が地域の課題解決に取り
組む②学生が地域社会に出てから役立つ学びに
力を入れる③教員個人のつながりから大学が組
織的に取り組む連携体制をつくるといった狙い
を持っています。私自身も，学部生の時から，
社会の課題に触れ，学生の独自な発想で新しい
ことを仕掛けていけるような，そのような教育
環境を整えることが大学の使命なのだと考えて
います。
ここでもう一度高知県の看護の状況を見てみ
ます。日本看護協会の統計によれば，2013 年度
における高知県の看護師の医療施設就業者数は
人口 1 万人当たり 131.3 人で全国 1 位でした。
一方，人口 1 万人対の病床数は 247.3 と高く，病
床数 100 に対する看護師数は 53.1 で全国最下位
でした。高知県下の看護師の数は多いのに，医
療施設の中でのみ看護をしているいびつな状況
が伺えました。ちなみに島根県は人口 1 万人対
が 94.1，人口 1 万対の病床数が 157.4 と高知県
ほどではありませんが人口に対する病床数は多
い状況です。島根県は病床数 100 対の看護師数
は 60.2 です。高知県は日本一の健康長寿県構想
を打ち立ててはいますが，男性の人口 10 万対の
悪性新生物の罹患率は高く，同じく壮年期死亡
率の高さが大きな課題です。また，南海トラフ
地震への備えも喫緊の課題です。
これらの課題に高知県立大学は，県民大学と
して，また看護医療系の学部を持つ大学として，
県民の健康度を高めるためにさらなる寄与をす
ることが求められています。
高知県立大学は，第二次世界大戦最中の昭和
19 年 12 月に高知県立女子医学専門学校として
設置されましたが，南海地震に遭遇し 2 年ほど
で廃止となりました。その後，戦後間もない昭
和 22 年に高知県立女子専門学校を，そして昭
和 24 年に高知女子大学を開設し，今年は創基
70 周年を迎えます。その間，幾度かの改組再編
を経て今日に至っていますが，女子教育の充実，
ことに看護の高等教育の礎を築いてきた歴史を
持っています。平成 23 年度に設置者を高知県
立大学法人に変更し，同時に男女共学としまし
たので，長らく用いていた「県立高知女子大学」
の名称を「高知県立大学」に改めました。平成
27 年度に，高知工科大学との法人統合を行いま
した。
創基 70 周年を迎え，大学はさらなる飛躍を
目指して，様々な取り組みをしています。大学
の組織強化やガバナンスを改革する「大学の改
革」，学部の改組や教育課程の改善などを行う
「学部教育の改革」，博士前期課程・博士後期課
程の教育の充実や災害看護学の充実を図るなど　
の「大学院の改革」，健康長寿センターや地域教
育研究センターの活動充実を図る「産官学連携
組織の形成」，国際交流センター設立や国際寮建
設など「グローバル化への対応」，そして南海ト
ラフ地震に対する県立大学としての準備があり
ます。
中でも今日は産官学連携への教育・研究の環
境づくりの実践から，高知県立大学学生の「立
志社中」事業支援についてお話ししようと思い
ます。
その前に，地域課題現況調査からあらためて
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確認できたことをお話しします。平成 24 年度
に高知県内の市町村・NPO・公的機関を対象と
して地域課題に関するアンケート調査を実施し
ました。配布数 1116 通に対し 432 施設から回
答がありました。そのうち高知県立大学と連携
した実績を持つ施設や機関は 26.7％でした。こ
れまで連携活動をしていない施設や機関の理由
は「機会やきっかけがなかった」「どのような学
部・センターや研究教育の人的資源があるか知
らない」という内容でした。つまり，大学の認
知度や発信のあり方に問題があるということで
す。関係者だけの内向き志向では発展性に限界
があります。高知県立大学の存在価値は大学の
外部，地域や社会に向けた外向きの志向で発展
的に考えていくことが求められていると感じま
した。そして，今後連携を期待している機関は
88％あり，中でも大学と連携したい環境課題で
は「地震や水害などの災害対策」，大学と連携し
たい教育課題では「授業への支援・協力」「地域
防災の学習機会」「相談・カウンセリング体制」
などのニーズが高いことが特徴的でした。災害
や防災への関心の高さは，南海トラフ地震や大
雨など大きな自然災害が起こる可能性が高く，
それらに備えようとする高知県民の思いの表れ
と思います。
ここで地域の課題解決に主体的に取り組む学
生たちを大学が支援している事業を紹介したい
と思います。その事業を「立志社中」としました。
「立志社中」は，坂本龍馬が設立した「亀山社中」，
のちの海援隊ですね，そして板垣退助らの「立
志社」をあわせたものです。多くの有為な人材
を輩出してきた高知県ですが，若者たちに世界
で通用する人材になってほしいとの願いを込め
ています。大学は，平成 25 年度からその学生の
地域活動を組織的に支援していますが，実は私
が高知県立大学長に就任した当初から，地域で
活動している学生の小グループがありまして，
大学として彼らの活動に対してわずかではあり
ますが支援を始めていた素地はありました。
その後，先ほどの COC 事業にもありました
ように，地域の課題解決に取り組む大学のあり
方が注目されるようになったことも好機とな
り，平成 25 年度からは「立志社中」として，学
生たちの地域活動を本格的に支援する事業とし
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て位置づいたというわけです。初年度の平成 25
年度は 6 チーム参加学生 102 名からスタートし，
平成 27 年度は 9 チーム 274 名の学生が，ご覧
のように高知県下ほぼ全域で活動の実績を残し
ています。看護学生は演習や実習で忙しいので，
このような活動には消極的になるのではないか
と心配したのですが，むしろ積極的に社会福祉
学部や健康栄養学部，文化学部など他の学部の
学生たちと一緒に活動しているようです。祭
りの参加者に熱中症予防の啓発を兼ねた団扇を
作成して配布するグループや，農村に出かけエ
コ米の生産を手伝うグループ，災害時のボラン
ティアセンター立ち上げの基盤づくりと啓発活
動を住民とともに展開したグループなど，「立志
社中」は学生が地域に入り，住民目線・学生目
線で様々な活動を展開しています。
大学の地域貢献とは，大学の教員が地域に出
かけて専門的な内容を講演するとか，地域と協
働して共同研究することと，当初私は考えてい
ました。しかし，「立志社中」の活動を通して，
教育自体を地域に向け，地域で活動する学生を
巻き込みながら地域と協働していくこと，それ
も大学が展開する地域貢献の重要な側面なので
はないかと考えを新たにしているところです。
まさに私自身が大学のあり方や大学教育につい
て，パラダイムシフトしたということでしょう
か。
さらに「域学共生」の理念のもと，地「域」と
大「学」が「共」に「生」きていくための協働関
係のもと，学生と教職員と地域住民が地域の課
題解決に取り組む，域学共生カリキュラムを立
てました。学生が地域での活動を通して学ぶ機
会を持つことで，地域の活性化が促進され，地
域が活性化することで大学自体の力も高まるこ
とをこの事業はねらいとしています。課題とし
ては，学生の活動を学びにつなぐための有効な
仕掛けが必要であること，そしてその学びを専
門職としての基礎力向上につなげることが必要
だと考えています。
学部の教育から少し離れますが，健康長寿セ
高知県中山間地域等訪問看護師育成講座「平成２７年度事業報告」
中山間枠 ６名
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研修期間 ９月２８日～１２月１６日
３か月間（１４４時間受講）
大学内での講義・演習・同行訪問など
２７年度修了者
１１名
＊高知県医師会
＊高知県看護協会
＊高知県訪問看護ステーション連絡協議会
＊高知県社会福祉協議会
＊高知医療センター
＊高知県健康政策部医療政策課
＊高知県立大学健康長寿センター
企画会議
１２月に実施
＊訪問看護ステーション
＊地域包括支援センター
＊医療機関地域連携室
＊高知県福祉保健所又は高知市保健所
＊高知県立大学健康長寿センター
ブロック会議
（福祉保健所管内別６ブロック会）
中央西・須崎で実施
高知県内の中山間地域の訪問看護ステーションに採用された新任看護職 ※中山間地域等訪問看護師育成事業補助金対象者
全域枠 ５名 高知県内の訪問看護に従事している看護職及び訪問看護に従事すること希望している看護職
研修期間 ９月２８日～３月２３日
職場でのOJT研修及び大学での振り返り大学内での講義・演習及び事例検討・振り返り・同行訪問など
３か月間（１４４時間受講） ３か月間
～訪問看護スタートアップ研修～
～関係諸機関との会議等開催～
＊中山間枠受講者の所属する訪問看護ス
テーションにおいて学習支援者となる管理
者およびラーニングパートナーを対象
学習支援者研修会 ３回実施
学習支援者会議 １回実施
平成２８年度訪問看護スタートアップ研修受講者数
新卒（１年間）枠１名、中山間（６カ月）枠５名、全域（３カ月）枠５名 計 １１名
－ 7－
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ンターが展開している「専門職人材育成事業」
の一つ，「高知県中山間地域等訪問看護師育成講
座」の事業についてお話させていただきます。
健康長寿センターは人々が自ら主体的に健康を
創造する能力を育む社会の構築に向けて，高知
医療センター等の医療機関や県内市町村と連携
した事業を行っています。高知県は皆さんご存
知のように，中央に位置する高知市を中心に，
南は海岸線，北は山間地，そして東西に市部が
あり，医療を支える資源が偏在しています。特
に在宅医療を支える訪問看護師が必要なのです
が，訪問看護ステーションの規模が小さいため
新任者の人材育成などが難しい状況がありま
す。
この問題に対応するために，高知県立大学を
中心に高知県や医師会，看護協会，訪問看護ス
テーション連絡協議会などと連携し，中山間地
域で活動する訪問看護師の育成を支援していま
す。
大学は新人訪問看護師育成プログラムの作成
やプログラムの展開を担い，専任教員を 2 名配
置するなどの対応をしています。一般の受講者
は 3 か月（144 時間）の研修を受けます。それに
対して，中山間地域枠の受講者は，研修や同行
訪問などで一般の受講者が受ける 3 か月の研修
に加え，職場での OJT 研修や大学での振り返り
などの研修を 3 か月加え，計 6 か月間研修しま
す。27 年度の実績は中山間地枠 6 名と一般の受
講者 5 名の 11 名を養成しました。在宅や地域
に近いところにいて，様々な困難な状況の解決
に情熱をもって向かってくれるロマンある訪問
看護師が輩出できることを願っているところで
看護教育の新たな挑戦
1. 看護教育を地元から考える
2. 市民として教育、専門職としての教育
3. 専門的知識をもった市民として生きること
4. 看護教育の根本的な見直し
5. 看護学は普遍的で個別的な現象に対応する
6. 地域がわからないとグローバル化には対応
できない
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南　　裕子
す。
高知県は過疎化が進み，少子高齢化が進み，
災害が予測されている地域です。一方で自然に
恵まれ，「おもてなし」の心が満ち，愛郷心が高
い地域です。看護職は県民から信頼されていま
す。看護の役割拡大は可能になってきています。
看護職が学ぶ場も拡大しています。社会に向け
て主張する機会も増えています。仲間もたくさ
んいます。そのような中で看護には何ができる
のでしょうか。看護は，care と cure の 2 つの
側面から，個人の健康や加齢現象に，そして個
人と家族の生活に，環境に働きかけることがで
きる専門職です。
このように看護の役割や社会からの期待を踏
まえると，看護教育から新たな挑戦が可能では
ないかと考えます。ことに公立大学は看護教育
を地元から考えることができる絶好の場にいま
す。地域とともに課題に解決に取り組む教育を
組み込むことで，看護教育を未来志向で根本的
に見直す機会となると思います。
特に大学院で学ぶ研究科は新しい学問を生ん
で育てる場です。看護学は地方の時代だと考え
ています。画一的に中央で考えられた制度に
則った看護ではなく，島根県の環境や社会資源
に適合した看護を探求し，具現化していくこと
が必要だと考えます。研究科の学生の皆さんに
は，島根県民の健康に寄与できる研究を展開し
てくださることを期待しています。
時間になりました。
今日の講演にたくさんの皆さんが参加してく
ださったことを，感謝申し上げます。そして，
島根県立大学看護学部ならびに大学院看護学研
究科が，県民の期待を受けて，さらに発展して
いくことを心から願っております。
ありがとうございました。
［南　裕子先生の御略歴］
兵庫県生まれ
1962 年　高知女子大学家政学部衛生看護学科卒業
1965 年　横浜市民病院看護婦
1967 年　アメリカ合衆国がん看護，精神看護研修
生
1972 年　イスラエル国ヘブライ大学社会医療学科
修士課程修了（ＭＰＨ）　　　　　
1970 ～ 1977 年　高知女子大学助手，講師，助教授
1982 年　カリフォルニア大学サンフランシスコ校
看護学博士課程修了（ＤＮＳｃ）
1982 年　聖路加看護大学看護学部教授
1993 年　兵庫県立看護大学学長
2004 年　兵庫県立大学副学長，地域ケア開発研究
所　所長
2008 年　近大姫路大学学長　
2011 年　高知県公立大学法人理事長
　　　　 高知県立大学・高知短期大学学長
2015 年　高知県公立大学法人副理事長
　　　　 高知県立大学・高知短期大学学長（２期
目）
［公職・団体歴］
日本看護系大学協議会会長（1997-1999），（社）日
本看護協会会長（1999-2005），日本災害看護学会
理事長（1998-2008，2011-2014），国際看護師協会
会長（2005-2009），日本看護科学学会理事長（2005-
2009）、日本学術会議会員（2005 ～ 2011），世界看
護科学学会理事長（2009 ～），第一回世界災害看護
学会大会長（2010），日本学術会議連携会員（2011
～）
［受賞等］
カリフォルニア大学サンフランシスコ校同窓生功
労賞（2001），タイ王国シーナカリン王母陛下賞
（2004），兵庫県教育功労賞（2008），日本災害看護
学会功労賞（2008），（財）兵庫県地域政策研究機構
21 世紀のまちづくり賞（2008），兵庫県県勢高揚功
労者賞（2011），第 43 回フローレンス・ナイチン
ゲール記章（2011）
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